第28回「あすなろ夢建築」大阪府公共建築設計コンクール

総評　審査委員長　福原　和則（大阪工業大学 ロボティクス＆デザイン工学部 空間デザイン学科 教授）
本年度も例年同様に多数の応募をいただきました。高校生の部である第1部と専修生等の部である第2部のそれぞれから多数の応募があったことも喜ばしい限りです。本コンクールの価値が定着してきた証であると思います。
課題は団地のリノベーションという全く新しいもので、２戸分とはいえ限られた躯体の中で、多くの機能を含む住宅を設計することに苦労されたと拝察します。しかしそのような条件の中でも、イメージを豊かにして、魅力的な提案が多く提出されたことをたいへんうれしく思います。
一方で、断面図にインテリアデザインが十分に表現されていない案が散見され、新しい形式に応募者も戸惑いを感じていることが読み取れました。断面図には室内の展開も表現可能で、床レベルや天井の高さなど人体スケールを確認できる表示が可能であると同時にデザインの意図を表現できる場でもあります。来年挑戦する方は、そのような点にも配慮して欲しいと思います。
当設計競技は、実施を前提としていますので、コストや管理の面の優劣が審査に大きく影響します。しかしその反面、審査員の先生方は、若い発想による伸びしろのある案を発掘したいと思っています。タイトルのとおり夢のある案を探しています。難しいコンペですが、皆さんの一層の頑張りに期待します。
最後になりますが、本紙面を拝借して、入賞された皆様へのお祝いと、このコンクールに作品を提出された皆様、そしてそのご指導に当たられた先生方のご努力に対する御礼を申し上げます。
山下　奈緒美　作品（グランプリ）

この住戸の実現によって、団地自体が活性化することを目指した社会性を含んだ提案であった。交流空間であるウエルカムキッチンとプライベート空間を斜め壁で機能的・視覚的に分離するとともに、その斜め壁でプライベートリビングと玄関からの視線を団地の緑や屋外活動に誘導して、外部との繋がりも演出した点が高く評価された。
助川　仁美 作品（優秀作品賞）

室内の壁を排し、床の高低差とカーテンで空間を区切っている。住まい手の考え方次第で様々な生活スタイルに対応できる。可愛らしいゆるやかなデザインが印象に残る。住まい手の気持ちを考え、細かい使い勝手まで良く検討されている。手書きの作品だが表現力が高く案の意図がよく伝わった。
北仲　紗弓　作品（佳作）

LDKの部分と寝室の部分は各々コンパクトにまとめられ使いやすい。玄関からつながる土間の部分を広めにとり、書斎やその他の仕事空間として多様な使い方ができるように工夫されている。隣接する部屋を主寝室ではなく、子供部屋としたほうが良かったのではないだろうか。
張　展　作品（佳作）

本に囲まれた暮らしという、非常に美しい生活イメージが抜群に美しいプレゼンテーションで表現されている。これだけ本に囲まれていながら寝室に書棚が無いのはなぜだろうか？提案しているライフスタイルが明確だが、対象が限定的である。
橘髙　有生　作品（奨励賞）

日当たりのよい南側を全て畳敷きとした提案。畳中心のリラックスした生活が満喫できる。キッチンや寝室は適切に配置され、収納スペースも多く確保されている。生活のタイムスケジュールを提案するなどプレゼンテーションも優れており、家族の生活や細かい部分への配慮がよく伝わってくる。
新留　杏実　作品（準グランプリ）

家事と子育てに大変な若いお母さんに配慮した計画。キッチンからリビングを経て子供部屋に至る一連の空間がオープンにつながっており、見通しが良く家事もしやすい。プレゼンテーション全体も温かくほのぼのとした雰囲気で、作者の設計意図をよく表している。
柿花　楓恋　作品（優秀作品賞）

間仕切りを極力押さえたプランで空間の広がりを感じられる。シンプルだが決して殺風景ではなく、木の統一感が明るく落ち着いた雰囲気を醸し出している。土間は一見魅力的だが、ベッドの北側の土間はなくして南側のコリドールスペースを広げたほうが良かったのではないだろうか。
高橋　颯希　作品（佳作）

古民家を思わせる縁側を団地で再現したアイデアは斬新でユニーク。団地の課題であるコミュニティー再生への効果も期待できる。ただ空間としては若干狭く、そのような場となりうるかという疑義があった。
島田　麻鈴　作品（奨励賞）

食事準備中のキッチンから和室で遊ぶ幼児の見守りや、友人を招いて子供を遊ばせながら趣味スペースで楽しむ団欒など、子育て世帯に嬉しいプランが評価できる。
西本　裕哉　作品（奨励賞）

住戸内の動線を考慮してLDKや寝室の配置がなされている。また、各所に収納空間が確保され、ゆとりのある生活空間の実現が可能となっている。廊下に配置した黒板は家族のコミュニケーションボードとしても利用できるなど、細かな点も配慮されている。
